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明日１５日(水)は 尿検査です！
おうちの方も一緒に読んで，正しく検査ができるようにお手伝

いをお願いします。特に低学年は，自分だけではなかなかうまく

できません。一緒にしてあげてください。コツをつかむと来年か

らは自分だけでできるようになっていきます。

なぜ，尿検査をするのでしょう？
体に異常があると，尿の中にタンパク・糖・血液が混ざることがあります。尿を検

査することで，腎臓の病気や糖尿病などの疑いがないかを調べます。

これらの病気は，最初は症状が出にくいため，自分では気づきにくい病気です。

だから，定期的に検査をして異状がないか調べておくことが大切です。

配付物 （配付された物，容器袋に書かれてある氏名・性別を確認してください！）
１．検尿容器 ２．紙コップ（紙） ３．容器を入れる袋（ﾊﾞｰｺｰﾄﾞｼｰﾙ付き）

袋の裏側もお読み

ください。

尿の提出の仕方
１．自分の教室のビニール袋に出します。

２．名簿に〇をつけます。

（注意）家からナイロン袋に入れて持ってきた場合，ナイロン袋から出してか

ら，提出します。（ナイロン袋は，教室のゴミ箱に捨てます）

★前日に紙コップを組み立

てておく。

★おうちの人に声をかけて

もらう。（おうちの人に

もこのおたよりを必ず

みせる）

★枕元やトイレに尿検査セ

ットを置いておく。

高学年女子で，生理の場合は次回５/31(金)に提出して下さい。

提出できない場合は，検査セットは学校で預かります。明日学校へ持ってきて下さい。

 ＊紙コップを作る紙には、「尿検査を受けるために大切なこと」や 

「紙コップの作り方」などが書かれてあるのでよく読んでください。 

 
～尿検査 忘れないための工夫～ 



 
腎臓は，背中の腰の辺り

に背骨をはさんで左右一つ

ずつあります。大きさは，に

ぎりこぶしよりひとまわり

小さいくらいです。そら豆

のような形をしていて，成

人では，長さ１２㎝，幅６㎝

の大きさで，重さは約 150g

です。 

 
腎臓は，血液の中からいらな

いものを取り除くフィルター

の働きをしています。そして，

必要なものは再吸収され，いら

ないものだけが余分な水分と

一緒に尿として体の外に出さ

れます。１日の尿の量は，大人

で約１ﾘｯﾄﾙ～1.5 ﾘｯﾄﾙ(牛乳び

ん７本ほど)です。 

尿検査の容器にバーコードシールを貼らなければなりませ

ん。忘れずに貼りましょう。

尿を容器に入れてから，バーコードシールを貼ります。（先

に貼るとどこまで入れればいいかわからなくなります）

尿を袋に入れたら，一度だけ折り曲げてください。セロテー

プやホッチキスを使うと機械が壊れるのでやめてください。

尿検査ではどんなことを調べるの？

【 たんぱく 】 【 糖 】 【 潜 血 】

腎臓病などで必要以上の 糖尿病だと，体の中で上 腎臓から尿管，ぼうこ

たんぱくが尿に混ざる場合 手に糖を使えなくなるた うを通って外へ出るまで

があります。激しい運動の め，糖 が 尿 に 混 ざ る こ の通り道のどこかで尿に

後や高熱が出たとき，脱 とがあります。腎臓自 血が混ざることがありま

水のときなどに出るこ 体に問題がある場合も す。いろいろな病気の可

とがあります。 あります。 能性が考えられます。

 

 
要注意！ 

 

『←このあいだに入れる→』の 

表示範囲内の量をとります。 

尿の量が少ない場合，検査が 

できません。 

 ＊バーコードシールをはがし 

容器に巻きつけるように 

貼ります。 
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